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一方、新聞で誤字脱字を見かけることは、かなり少ないでしょう。

これは、早版から最終版まで通して掲載される記事の場合、版が変わるたびに事実関係や誤字脱字のチェックを受け、修
正されていくからです。

原稿を書いた記者は、新しい版が刷り上がるたびに、文面を変えていなくても1行1行、赤鉛筆で文章をなぞりながら、誤字
脱字や、変えた方がいい表現がないかをチェックします。

出てくる人名は、取材時にもらった名刺や、データベースに出てくる過去記事と照らし合わせて毎回見直します。

もちろん、担当デスクも同じように、誤字脱字はもちろん、記述に根拠があやふやな点がないか、事実関係は正しいかなど
をチェックし、疑問が生じたときは自分で確かめたり、記者に問いただしたりします。同時に、校閲記者も誤字脱字や事実関
係の間違いを探します。

ここからお分かりのように、早版と最終版ではチェックの回数が全く異なります。自分の経験から言っても最終版までの過程
で誤字脱字と事実の間違いはかなり減ります。要するに「情報の質」ということで言えば、遅い版になるほど高いわけです。

もし、購読している新聞で、一週間に何度も誤字脱字を目にしているとすれば、新聞の一面に書かれている「版」を確認し
てみてください。おそらく朝刊であれば、最終版である14版（産経新聞は15版）ではなく、11〜12版なのではないでしょうか
。こうした早版は、最終版に比べてチェックが甘いのです。

もっとも、「最終版の一面」に限ると、早版とは違う理由で誤字脱字が生じやすい事情があります。特ダネが入ってくることが
あるからです。

特ダネは基本的に最終版にだけ入れます。前々から原稿が出来上がっているケースがないわけではありませんが、大半は
夜、遅い時間にウラが取れて掲載が決まります。

その場合、原稿を書く時間は短く、編集や修正の時間もあまりありません。ゲラも1回しか出ないので、チェックも一発勝負で
す。ですから、特ダネが入っている最終版の一面には、結構な確率で誤字脱字があるのです。

行き過ぎた合理化で誤字脱字が増加？… 続きを読む
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